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自己紹介

中村 桂一（Nakamura Keiichi）

業務：OSSビジネス事業
#オープンソースソフトウェア

#OSS技術支援（サポート）

#OSS貢献活動

プライベート
#(年齢)48歳

#(出身)東京都八王子市

#(居住地)千葉県市川市

#(家族)妻、娘（4歳）
#(趣味)スポーツ観戦、音楽鑑賞 #マイアミ

#ドルフィ
ンズ

#運用監視
(Zabbix)

#顔出し
NG

#OSS鳥瞰図#認証認可

NECソリューションイノベータ株式会社
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OSS鳥瞰図WG

中村(NES)
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OSS鳥瞰図WG
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OSS鳥瞰図とは

安心

安全 安定
よく使われるOSS

OSS鳥瞰図とは
「OSSを使いたいけど、○○の分野では
どのOSSがよく使われているのだろ
う?」
OSS鳥瞰図とは、こういったOSS初心者
を手助けするために複雑多岐にわたる
OSSを、視覚的に俯瞰できるようまとめ
たものです。

ダウンロードはこちら → http://ossforum.jp/index.php/choukanzu-wg/
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OSS鳥瞰図の見方

6

『年度』ではなく『年』ごとの更新
（2017年以降）

カテゴリ

サブカテゴリ

OSS

コミュニティサイトのハイパーリンク
(JP)は日本コミュニティサイト

クリエイティブ・コモンズ・ライセン
ス

CC BY-SA（表示—継承）
原作者のクレジット（氏名、作品タイトルなど）
を表示し、改変した場合には元の作品と同じCC
ライセンス（このライセンス）で公開することを
主な条件に、営利目的での二次利用も許可される

カテゴリ＞サブカテゴリ＞OSS
例）データベース＞RDBMS>MySQL

利活用するOSSの選定
OSS鳥瞰図を参照し、掲
載されているOSSを選択
する。
（対象のカテゴリを探し、
さらにサブカテゴリ内か
ら参照する）

よく使われているOSSを
選択することで、リスク
を低減し、安心、安全、
安定なシステムを構築す
ることがきる。
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最新版OSS鳥瞰図 - 2023年版OSS鳥瞰図 -

2023年12月後半 リリース予定

過去OSS鳥瞰図からの変更点は別
の機会で・・・

OSS鳥瞰図からみる2010年代から
のOSS変遷@OSSAJミニセミナー -
YouTube
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トピックス
- OSS鳥瞰図にアレは何で載っていないの問題-
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OSS鳥瞰図にアレは何で載っていないの問題
①OSS（のライセンス）とは?
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2023年版OSS鳥瞰図2022年版OSS鳥瞰図

①OSS（のライセンス）とは?
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①OSS（のライセンス）とは?

 HashiCorp adopts Business Source License
 https://www.hashicorp.com/blog/hashicorp-adopts-business-source-license
 HashiCorpより、すべての製品といくつかのライブラリの将来のリリースについて、

Mozilla Public License v2.0（MPL 2.0）からBusiness Source License（BSL）v1.1への移行すると発表
• 主な製品:Vagrant、Consul、Terraform、Vault、Nomad、Boundary

 狙い:他社が同社のプロジェクトのソースコードを使い、HashiCorpの有償製品と競合する商業的サービスを展開する
ことを防ぐ。競合サービスを提供するベンダーが、今後のリリースやバグフィックス、セキュリティパッチをライセン
ス上取り込めなくなる。

■参考
Terraformのライセンスの変更とその影響 (zenn.dev)
HashiCorpがTerraformなど自社製品のライセンスをオープンソースから変更、決断の理由と影響
は？：BSLを採用 - ＠IT (itmedia.co.jp)

BSLライセンスとは
 特定の期間（通常は数年）の後に、完全なオープンソースライセンス（たとえば、

Apache 2.0）に変わるライセンス
 BSLの下でリリースされたソフトウェアは、特定の期間中は商業的に利用することが

制限される
 開発者がソフトウェアの商業的価値を保護しつつ、将来的にはコミュニティに還元

することを目的としている
 BSLは定義上オープンソースソフトウェアライセンスではない
 ソースコードは誰でも入手可能で、複製、改変、派生ソフトウェアの作成、再頒布

が許されている
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①OSS（のライセンス）とは?

A.基本的に「OSI Approved Licenses」に準拠(OSS鳥瞰図では)

Licenses – Open Source Initiative

OSI承認済みライセンス（日本語訳）
オープンソースライセンスは、オープンソー

スの定義に準拠したライセンスです。簡単に
言うと、ソフトウェアを自由に使用、変更、共有
することができます。Open Source Initiative 
(OSI とも呼ばれます) によって承認されるため
には、ライセンスはOpen Source Initiative 
のライセンス審査プロセスを通過する必要が
あります。
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①OSS（のライセンス）とは?

A.基本的に「OSI Approved Licenses」に準拠(OSS鳥瞰図では)

■MongoDB/Server Side Public License（SSPL⁠）
クラウドベンダなどによるサービス利用を制限したMongoDBの新ライセンス「SSPL」を理由にDebian、
Fedora、RHELがMongoDBの配布取りやめを表明 － Publickey (publickey1.jp)
SSPLでは、MongoDBをサービスとして提供する場合、サービス提供元が独自に変更した部分を含めて
ソースコードを無償で公開しなければならなくなりました。

■Elasticsearch、Kibana/Elastic License
Elasticsearchとは | OSSのデージーネット (designet.co.jp)
最新のElasticsearchは、Server Side Public License（SSPL）とElastic License 2.0（ELv2）のデュアルライセンス
に移行した。これにより、Elasticsearchはオープンソースソフトウェアではなくなった。このライセンス変更の
背景には、AWSが提供するAmazon Elasticsearch Serviceの存在があった。このようなビジネスでのサービ
スの提供を阻止するため、Elasticはライセンスの変更を行った。
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OSS鳥瞰図にアレは何で載っていないの問題
②エンタープライズ版(有償版)とは?
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2023年版OSS鳥瞰図

②エンタープライズ版(有償版)とは?

← これは？
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■例:Red Hat® Enterprise Linux の場合
オープンソースソフトウェアとは (redhat.com)
オープンソースソフトウェアは無料なのか

オープンソースソフトウェアであることは、実行可能なソフトウェアが無料で配布されることを
意味するわけではありません。ただし、そのソースコードへのアクセスは無料でできます。

たとえば、Red Hat® Enterprise Linux® のソースコードは誰でも自由に利用できますが (公開
ページ)、そのソースコードを実行可能なコードに変換するには、専門知識、時間、サーバーが必
要です。ソースコードから自力で再構築する必要のない Red Hat Enterprise Linux の本番用コー
ドを入手するには、サブスクリプションを取得します。

A.いわゆる有償のOSSは掲載しない方針
・サブスクリプションライセンス
・エンタープライズ版／オープンソース版
→ OSSは無償であるとの誤解によるトラブルを回避

②エンタープライズ版(有償版)とは?
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おまけのおまけ（RHELのソースコード公開を巡って）

②エンタープライズ版(有償版)とは?

Red Hat、今後はCentOS StreamがRHEL関連のパブリックなソースコードの唯一のリポジトリになると発表 －
Publickey (publickey1.jp)

CentOS StreamをRed Hat Enterprise Linux（RHEL）関連の唯一パブリックなソースコードリリースのリポジトリにす
ると発表し、事実上、RHELのソースコードの一般公開を取りやめにした

Red HatがクローンOSベンダを非難 「付加価値もなくコードをリビルドするだけなら、それはオープンソースに対する
脅威だ」 - ITmedia NEWS

単にコードをリビルドするだけで、付加価値や変更を加えることをしないのであれば、それはあらゆるオープンソース企
業にとって真の脅威なのだ。これこそオープンソースに対する真の脅威であり、そしてオープンソースをホビイストや
ハッカーだけの活動に逆戻りさせてしまうかもしれないのだ。

Red HatにRocky LinuxとAlmaLinuxが反論。OSSの精神と目的に違反している、ダウンストリームのリビルドは
価値をもたらす、など － Publickey (publickey1.jp)

Red Hatが有償のサブスクリプション契約で顧客に課している制限は、（法的な面での明言を避けつつも）オープンソー
スの精神と目的に反している
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OSS鳥瞰図にアレは何で載っていないの問題
③あのライブラリは?
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2023年版OSS鳥瞰図2021年版OSS鳥瞰図

③あのライブラリは?
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・OpenStackのコンポーネント
「OpenStack XXX」コンポーネント（XaaS毎に掲載） → 代表として「OpanStack」(IaaS)
に集約

A.そのソフトウェア自体で使われないものは載せない方針
・依存ライブラリ
・依存コンポーネント

※厳密な線引きは難しく抽象的な基準かもしれないが、独立したホームページが
あるソフトウェアをイメージしてもらうとよい。

③あのライブラリは?

・プラグイン
CMS「WordPress」は数多くのプラグインがOSSが公開されているが掲載の対象外
※「特定OSSのみへのプラグインは掲載しない」方針により
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もちろん、これが正解（ベスト）とは限りません。
皆様に、安心・安定・安全にOSSを利活用してもらうために、

OSS鳥瞰図WGでは、日々議論をしています
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OSS鳥瞰図の今後について
- 世界に羽ばたく? -
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[2022.11.24 14時配信開始] 第20回北東アジアOSS推進
フォーラム大会開催のお知らせ（誰でも視聴可能） | 日本
OSS推進フォーラム (ossforum.jp)

第20回北東アジアOSS推進フォーラム OSS Award 2022受賞
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https://github.com/ossforumjp/oss-choukanzu

■暫定版（試行）
年１回（xxxx年版）のリリースの前に、一部
のカテゴリを更新した版を先行公開

■英語表記版（試行）
タイトル・カテゴリ名・サブカテゴリ名を英語
表記（掲載しているOSSは日本語版と同一）

OSS鳥瞰図リポジトリ: GitHub
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https://github.com/ossforumjp/oss-choukanzu

OSS鳥瞰図リポジトリ: GitHub

「アレが載っていない～」というときはぜひ
フィードバックをください。Issuesで。
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 ブラウザ上で確認できる（アクセス性向上）
 自動生成（メンテナンス性向上）

WEB版OSS鳥瞰図（作成中）
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最後に

安心・安全・安定なOSSの選択に『OSS鳥瞰図』を活用ください。

これからもOSS鳥瞰図の更新を続けていきます。
鳥瞰図WG活動にご興味がある方、ぜひご連絡ください!

また、OSS鳥瞰図に関するコメント・フィードバックも大歓迎です。
下記連絡先までお願いします。
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この資料について:nakamura_mxr@nec.com
鳥瞰図WG: choukanzu-wg@ossforum.org
Github: https://github.com/ossforumjp/oss-choukanzu
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